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古代山城と神籠石
一宮市 畑田 寿一

神籠石は、当初神域を守る磐境であると考えられてきた。高良山神籠石遺跡をみた場合、
こうごういし

神域には磐座が存在し、高良神社が鎮座されている。神域の外には４世紀構築と思われる

祇園山古墳が存在して古来の佇まいを醸し出している。

しかし、その後、他の神籠石遺跡の発掘が進むにつれて神域説は見直され、現在では山

城説が有力で、白村江の戦い以降の唐軍侵攻対策の１つとして考えられるようになった。

しかし、個々の遺跡を眺めると疑問点は多い。今回は今一度、古代山城を眺め直してみ

たい。

分 類 地 域 名 称

朝 鮮 式 九 州 〇金田城（長崎県対馬)、〇鞠智城（熊本県)、
山 城 〇基肆城（佐賀県)、 〇大野城（福岡県)、

●稲積城（福岡県)、 ●三野城（福岡県）

瀬戸内 〇屋嶋城（香川県)、
●長門城（山口県)、●常城（広島県)、●茨城（広島県）

近 畿 ●高安城（奈良県)、●三尾城（滋賀県）

神籠石系 九 州 おつぼ山神籠石(佐賀県)、帯隈山神籠石(佐賀県)、
山 城 女山神籠石(福岡県)、 高良山神籠石(福岡県)、

雷山神籠石(福岡県)、 鹿毛馬神籠石(福岡県)、
御所ヶ谷神籠石(福岡県)、宮地岳山城(福岡県)、
杷木神籠石(福岡県)、 唐原神籠石(福岡県)

瀬戸内 石城山神籠石(山口県)、 大迴小迴山城(岡山県)、
鬼ノ城(岡山県)、 永納山城(愛媛県)、
讃岐城山城(香川県)、 播磨城山城(兵庫県)

中 国 系 九 州 怡土城(福岡県糸島半島)
山 城

（注） ●は存在が確認できていない城

１ 朝鮮式山城

通説では『日本書紀』に書かれている古代山城を「狭義の朝鮮式山城」とし、設置理由

を白村江の戦い以後に唐と侵攻に対応するためとしている。しかし、九州を除いて瀬戸内

海、畿内においては屋島城以外の存在が確認できていない。特に上記の説に必須な大和の
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入り口の高安城すら、現在のところ８世紀の倉庫跡しか発見されていなくて存在が危うく

なっている。

白村江の戦い（663年）は九州王朝が仕出かした出来事であった。これを唐の九州駐留

（665－672年）すら認めず記述した『日本書紀』には各所に破綻が生じている。山城や水

城が２年足らずで出来る訳が無い。いずれも白村江の戦い以前に存在した。九州以東の山

城については存在しないか別の目的で造った可能性が高い。

時 期 出 来 事

天智天皇２年（663年） ８月 白村江の戦い

天智天皇３年（664年） 対馬・壱岐・筑紫等に防人・烽設置

水城築造

天智天皇４年（665年） ８月 長門城・大野城・椽城築造

９月 唐軍が254名を筑紫に送り込む

天智天皇６年（667年） ３月 近江大津宮遷都

11月 高安城・屋嶋城・金田城築造

（１）対馬金田城

当時の山城を考える上で対馬の金田城が参考になる。金田城の概要を記述すると、

① 場所は対馬の中央部の浅茅湾を望むピングシ山（280ｍ）の鞍部にあった。浅茅湾は対

馬を２分しており、東側の大船越（幅250ｍ）で船を引き揚げると対岸に達する交通の

要所であった。

② 城はピングシ山を取り囲む2.8Kmの石塁で構成されていた。

③ 城の中心はピングシ山鞍部（標高250ｍ）付近であるが、平坦な場所は20ｍ四方しか無

く、堀立柱建物も３棟しか発掘されていない。

上記の状況から推測すると、

① 駐留する兵力はせいぜい百人程度であった。この兵力では千人規模の大軍には対処で

きず、海賊や難民に対応する程度であった。

② 中央部分からは島の全域を監視することは出来ず、四方に監視所を設けた。石塁はこ

のための連絡通路を兼ねており、海から谷を登ってくる敵に対しては水門を設けて石

塁を積み上げたが、完全な防備体制にはなっていなかった。

③ 金田城を狼煙台とする説もあるが、壱岐までは70Kmもあり、連絡は不可能であった。

（２）屋島城（香川県）

瀬戸内海で唯一実在する城で、頂上の浦生石塁から７世紀後半の須恵器が発見されたこ

とから構築年代を白村江の戦い付近とされている。

この付近には神籠石式山城に分類されている「讃岐城山城」、「鬼ノ城」、「大廻小廻山城」、

「永納山城」などが眺望できることや、白村江の戦いで捕虜になった者がいることから、

唐軍侵攻対策に結び付ける説もあるが、城は長期間使用されており須恵器を城の構築年と

することに無理がある。５世紀以降瀬戸内海交易が盛んになり、ここを支配する海人族が

通行税を徴収するために作った監視所であった可能性が高い。

２ 神籠石系山城

『日本書紀』に記述が無い山城を通説では「神籠石系山城」と呼んでいる。この中の代

表的な山城を眺めてみると次のものが挙げられる。
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（１）女山神籠石
ぞ や ま

筑後平野と有明海沿岸部まで俯瞰できる古塚山（190ｍ）の西側斜面に築かれており石

塁は1.5Kmに及ぶ。ただし、東側と北側には現在のところ石塁や土塁は発見されていない。

石塁の前面には３ｍ間隔の柱穴が、背面には版築された土塁の跡があることから神籠石は

防護壁であり、３ｍは唐尺に近いことから７世紀後半の構築とされている。しかし、隣接

する山内古墳群は横穴式石室を持つことから６世紀後半とされており、推定は少し強引な

点が否めない。

（２）帯隈山神籠石
おぶくまやま

吉野ヶ里遺跡の西方の脊振山山系南麓の帯隈山にある遺跡で、石塁は2.4Kmに及ぶ。こ
おぶくまやま

の遺跡は昭和40年代に発掘が行われ、興味深い発掘結果が得られている。

① 石塁を並べる場所は最初に傾斜面を削り、幅２m程度の通路を造った。

② 石塁の大きさは60㎝程度であり、通路に谷川の上部に面を合せて並べられていた。

③ 石塁の山側には土塁を積み上げた。土塁は石塁の上部が少し出るように造られ、少な

くとも幅４ｍ、高さ1.3ｍはあったと思われる。

④ 場所により石塁の外側に柵の杭の跡と思われるものがあるが、その間隔は３ｍを中心

にバラバラであり、唐尺に起因するとは考えられない。

⑤ 時代を判断できるものは少ないが、古墳期当初と思われる土師器の破片が出土してい

る。

⑥ 石塁の内側にはほとんど遺跡が出土せず、人が常駐した気配がない。

以上、神籠石系の遺跡を眺めてみると構築時期が通説より古く、唐軍の侵攻に結びつけ

ることは困難であることが分かる。地元の豪族や渡来人が朝鮮半島からの侵攻に備えて造

った砦で、構築時期は４世紀近くまで遡る可能性がある。

３ 中国系山城

怡土城は糸島半島の高祖山山麓に構築された中国式の山城で、記録に拠れば756年に吉

備真備が提案し、佐伯今毛人らより768年に完成した。

構築目的は唐の内乱（安禄山の乱：755年）や新羅との関係悪化（753年頃）とされてい

るが証拠が希薄である。いずれにしても他の山城とは百年近く離れており、今回の論議対

象では無い。しかし、大野城と同規模の城の構築に13年の歳月を必要としている点は着目

に値する。筑紫政庁付近の城なども同様な構築期間が必要であったのでは無いか。

４ 朝鮮半島の山城

矢守一彦氏（元大阪大学名誉教授）は「朝鮮における城郭の諸形式と都城プランの系列

について」（『歴史地理学紀要』第4巻、1962年）で、朝鮮半島の山城を次のように定義し

ている。（文責：筆者）

① 都は宮殿と山城で構成され、常時は宮殿で政務を行っていた。

② 山城は山の稜線に従って石垣を構築した。

③ 渓谷部は水門を造り、防御機能を兼ね備えた。

④ 非常時は民間人も含めて山城に避難した。

⑤ 上記の組み合わせによる都の構築は、高句麗の第10代山上王（３世紀）の丸都城まで

遡る。

構築形式が日本の山城に似ており、この形式が取り入れられたものと考えられる。日本

への伝来も渡来人によるものと考えられるので、伝来時期は相当古いのではないか。
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５ まとめ

山城の構築理由を唐軍の侵攻対策とすると、当時の最重要防御地点は糸島半島の元岡製

鉄コンビナートであろう。しかし、この地に特段の防御施設は無い。

神籠石遺跡の存在理由を示す最も良い例は帯隈山神籠石ではないか。確たる証拠は無い

が次の様なシナリオが考えられる。

① 脊振山脈南麓では最初吉野ヶ里遺跡が栄えた。（1世紀～３世紀初頭）

② ３世紀に入ると鉄器が普及し始めて、環濠集落では敵の襲来を防ぎきれなくなり、吉

野ヶ里遺跡は衰退することになる。

③ しかし、４世紀になると遺跡の南側に前方後方墳が造られるようになり、再び繁栄を

迎えた。

④ 脊振山脈南麓には多くの集落が造られ耕作地も広まった。その中で帯隈山（175ｍ）に

敵の襲来に備えて山城が造られたが、幸いにもこれを使用する事態は発生せず、人々

の記憶からいつしか忘れられることになった。

屋嶋城の概要
東海市 大島 秀雄

１．はじめに

『日本書紀』天智六年（667年）条に、倭国に高安城、讃岐国山田郡に屋嶋城、対馬国

に金田城を築くとの記事がある。この中の屋嶋城の遺跡の調査成果について、高松市歴史

資料館の山元敏裕氏の「屋嶋城から見えてくる古代山城について」（『第３回東海学シンポ

ジウム資料集』、NPO法人東海学センター、2015年所収）を中心に概要を紹介する。

２．古代山城とは

これまで『日本書紀』、『続日本紀』に記載されている古代山城は、百済の亡命貴族（将

軍）の指導により朝鮮半島の技術で造られているとされるものを「朝鮮式山城」、先の文

献に築城の記載がないものを「神籠石系山城」と分けて呼称されており、現在確認されて

いるものは朝鮮式山城が６箇所、神籠石系山城が16箇所ある。

３．屋嶋城跡の調査の歴史と立地

（１）調査の歴史

・大正６年に屋嶋城跡浦生地区城壁遺構が学会で報告される。

・昭和60年に南嶺の北・南斜面で発見された外郭線が報告される。

・平成10年に南嶺南西斜面（現城門地区）において、石塁を中心とする外郭線が発見

される。

・平成14年に城門を確認し、屋嶋城の存在を確固たるものとした。

・平成21年度の城壁背面部の調査で7世紀中葉頃の須恵器平瓶１点を確認し、城壁が

飛鳥時代のものであることが確定した。

（２）立地

高松市の東北部に位置し、現在は陸続きとなっているが、当時は島であった。

屋島の標高は最高点が293ｍであるが、山頂全域が280ｍ前後のほぼ平坦な地形で、中央

部が狭い痩せ尾根でつながり北嶺と南嶺に分かれている。
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４．屋嶋城跡の構造

（１）外郭線城壁

山上部の外郭線は、同様な標高をもつ北嶺を含め総延長が約７kmの規模と想定されてお

り、山上近くの断崖を自然の要害として巧みに利用し、谷部や断崖が途切れた防御上弱い

部分を補うよう土塁や石垣により城壁を築いており、人工的な城壁の総延長は700ｍであ

る。前面は石積みで、背面は盛土で構築しており、盛土は土と石を使用しておおよそ３層

構造になっており、城壁の最背面には、30cmから１ｍほどの小規模な石積みがみられる。

城門周辺部の城壁構造は最も残りの良い部分で高さ約６ｍの石積みが存在し、基本勾配

は73～75度となっている。城壁の奥行は急傾斜地に構築されているために一定しておらず、

基底部が８～10.5ｍ、上端部が5.5～７ｍである。

（２）城門

門の規模は幅5.4ｍ、奥行10ｍの国内最大級の規模を持ち、城門門道奥側で柱穴４基が

確認されている。城門には懸門と呼ばれる約2.5ｍの段差が設けられ、敵の侵入を拒む構
けんもん

造となっている。このような懸門は朝鮮半島の古代の山城によくあるもので、屋嶋城築城

に当たって朝鮮半島の築城技術が用いられたことを裏付けるものと言え、日本で初めての

確認例として注目を集めている。

同様な例として特別史跡大野城跡の北石垣城門（福岡県糟屋郡宇美町）と鬼ノ城（史跡

鬼城山）の北門（岡山県総社市）がある。

（３）甕城
おうじよう

懸門を越えて敵が侵入した場合に備えて、城門の奥には岩盤がせりたち、その上に小規

模な土塁（土手状のもの）を巡らすことで侵入路を城壁北側に限定する構造になっている。

平面が甕を縦に割った形状に似ていることからこの名称がつけられており、このような城

内側に防御のために設けられた施設は内甕城と呼ばれ、朝鮮半島や大陸の城壁に認められ

るもので、懸門とともに朝鮮半島の築城技術を伝えるものである。

５．おわりに

屋嶋城は、築城から短期間のうちに廃城となったことが各遺構の構造や出土遺物から判

明しており、築城当時に近い状況を示している国内でも数少ない古代山城とされている。

当時、既に瀬戸内海における源平合戦のような海戦が想定され、負けそうになると山城に

逃げ込むというシナリオがあったのかもしれない。

いずれにせよ、都の守備のために屋嶋城と北の備中・鬼ノ城との間で瀬戸内海に防衛ラ

インが構築されていたのではないだろうか。

屋嶋城城壁

（高松市公式HPより転載）
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『第3回東海学シンポジウム資料集』より転載

水城と山城
名古屋市 石田 泉城

１ はじめに

『日本書紀』（以下書記という）によれば、天智三年是歳条で筑紫に水城を築き、翌年

の天智四年八月に長門城、筑紫に大野城、椽（基肄）城を造ります。天智九年二月条には
き き い

長門城などの築造記事「又築長門城一・筑紫城二」が重出しています。

白村江の敗戦からわずか２、３年しかたっていない時期に大規模な防御施設が一挙に造

られたとは考えにくく、怡土城などの築城工事期間の事例からして、既存の施設を補修し

たのではないかとの疑義があります。

実は、このような考え、すなわち水城も山城も白村江の戦い以前に既に存在していたと

する考えを裏付ける科学的根拠があります。
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２ 科学的証拠

（１）水城

大野城築城の一年前（664年）には水城を造ったとあります。

（三年）是歲、於對馬嶋・壹岐嶋・筑紫國等置防與烽。又於筑紫築大堤貯水、名曰水城。

（天智三年）この歳、對馬嶋、壹岐嶋、筑紫國等に防（さきもり）と烽（とぶひ）とを

置く。また筑紫、大堤を築きて水を貯える。名づけて水城と曰う。

（読み下しは泉城による。以下同じ）

この書記の記事に従えば、水城は664年に造られたことになります。九州歴史資料館は、

水城築造の年代を特定するために、平成13・14年度に御笠川周辺の水城の粗朶について放

射性炭素年代測定法で年代を測定しました。「太宰府史跡発掘調査報告書Ⅱ」（九州歴史資

料館、2003年）の中の「9 水城跡第35次調査（出土粗朶 年代測定）」（パリノ・サーヴェ

イ株式会社）によれば、下層は、240年±、中層430年±、上層660年±であると判明しま

した。九州歴史資料館は、この結果をもって書記の記事に合致するとの見解ですが、明ら

かに古い測定結果がありますから不審です。調査報告書を整理すると次のとおりです。

区 分 樹 種 年 代 補正年代 中央値（誤差範囲）

１ 上層の粗朶 ｺﾅﾗ属ｱｶｶﾞｼ亜属 1420±110BP 1380±110BP AD660（AD600～770）

２ 中層の粗朶 ヒサカキ 1700±100BP 1600±100BP AD430（AD345～595）

３ 下層の粗朶 ヒサカキ 1850±110BP 1800±100BP AD240（AD 85～380）

注．β線計測法。1950年が基点。放射性炭素の半減期は5570年を使用。

また、この水城には、内濠から外濠へ吐水する「導水管」の機能を持つ木樋が設置され

ています。この木樋について、九州大学工学部冶金学科の坂田武彦助手が行なった放射性

炭素による年代測定結果によれば、430年とされ、九州歴史資料館が行った中層の年代と

合致しています。つまり、科学的知見からすると、水城は、白村江の戦い以前の時代に築

かれ、その後増強されたことになります。測定結果に素直に従えば、白村江の戦いに臨む

前に水城が存在していたことは疑う余地がありません。

なお、この件に関して先行する文献として『太宰府は日本の首都だった』（内倉武久著、

ミネルヴァ書房、2000年）があります。

（２）山城

書紀には、次のとおり、天智四年（665年）に大野城を築いたと記されています。

（四年秋八月）遣達率憶禮福留・達率四比福夫、於筑紫國築大野及椽二城。

天智四年八月に百済の達率である憶禮福留（おくらいふくる）・四比福夫（しひふくふ）

を遣わし、筑紫国に大野城と椽城（基肄城）を築く。
き の き き い じ よ う

（1）、（2）の記事に従えば、水城も大野城・基肄城の山城も、白村江の戦い（663年）

の後のほぼ同時期に築かれたということになります。九州国立博物館は、大野城の太宰府

口城門の掘立柱の柱穴からヒノキの柱根を検出し、年輪年代法による分析によって、西暦

628＋α年という結果を示しており、書記の記述に合致するとの見解を公表しています。

しかし、628＋α年は、白村江の戦い（663年）より以前に築かれた可能性もあるうえに、

その柱根が築城当初であるとの確証がないので、九州国立博物館の見解は不審です。

書紀によれば、白村江の戦い後には、唐の占領軍が大宰府に陣取っており、占領軍の目

を盗んで水城と大野・基肄城などの大規模な築造工事を実施するのは不可能です。水城が
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白村江の戦い以前に造られていたのであれば、水城とともに一体化した防衛施設の山城も

白村江の戦い以前に築かれていたとするのが当然の帰結です。

私は、水城の科学的な年代測定の結果を尊重し、水城など既存の防衛施設を白村江の戦

い以前に再整備し、守りを固めてから戦いに臨んだという「戦略」であったと考えます。

ところで、大野城などの古代山城の構築形式について、通説は丸都城など朝鮮の山城の

影響とされますが、丸都城の山城と国内城は別の位置・時期の築城です。水城と大野・基

肄城の一体化した防衛施設は朝鮮に存在せず、日本固有との視点が必要と思います。

前回の例会の内容

■ 狂心の渠と酒船石遺跡
一宮市 畑田寿一

船酒石や亀形石の用途は庭園の水遣りの
一部の可能性が高く宗教的な匂いは無いと
考える。

■ 狂心の渠（たぶれごころのみぞ）
名古屋市 石田泉城

狂心渠に関する書紀の記述と東垣内遺跡
等の水路の位置は一致しておらず、また北
部九州に狂心渠を求める説も論拠が不十分
であると考える。

■ 松野連姫氏系図の信憑性
東海市 大島秀雄

当該系図は、鈴木真年が創作した偽系図
と想像され、この系図の信憑性は低いと考
える。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
古田武彦先生とその学問に興味のある方ならど
なたの参加も歓迎します。事前の参加連絡不要。
例会で発表の場合は資料２０部を用意ください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

会員の投稿について

■ 会報誌への投稿（編集担当：石田）
furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp

■ 投稿締切り日 ３月26日(金)

例会の予定

■ 例会の予定
１ 日時 ３月14日(日)13時半～(第１集会室)
２ 場所 名古屋市市政資料館

名古屋市東区白壁1-3、TEL052-953-0051
３ 参加料 500円 （会員は不要）
４ 交通機関
(1) 地下鉄名城線「市役所」、東徒歩８分
(2) 名鉄瀬戸線「東大手」、南徒歩５分
(3) 市バス「市政資料館南」、北徒歩５分
(4) 市バス「清水口」、南西徒歩８分
(5) 市バス「市役所」、東徒歩８分
５ 駐車場 市政資料館：12台＋α収容(無料)

■ 来月以降の例会
計画中

年会費の納入

■ 年会費の納入について
１ 年 会 費 5,000円(会報誌等送料込み)

２ 納入期限 2021年５月9日(例会予定日)

３ 振 込 先

・金融機関 ： ゆうちょ銀行
・名称 ： 古田史学の会・東海
・店名 ： 二一八 ・店番 ： ２１８
・口座 ： 普通 １２９９３９５


